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１ 1997年4月1日、Ｘ（当時満17歳）の父Ａは、個人で営む商店の資金繰りに行き詰ま

り、同業者で遊興仲間のＢから、Ｘを代理して500万円の融資を受けた（ＡはＸの母と

はそれ以前に離婚しており、ＡがＸの親権者であった）。500万円の借入れにおいては、「利

息の利率が年6％、遅延損害金が年12％、毎年3月31日に利息30万円を支払い、2001年3

月31日に元利金530万円を返済する。一度でも利息の支払を怠ればＸは期限の利益を

失う」旨の約定がされていた。

ＡがＸの名前を用いたのは、Ａにはめぼしい財産がなく、ＸにはＸが生まれた頃に

母方の祖父から贈与されていた本件土地甲（当時の時価800万円相当。Ａが月極駐車場と

して賃貸していた）があり、Ｘの進学資金という名目を用いれば、甲を担保として譲

渡することが自然にみえたからである。

２ 1997年4月3日に、ＸからＢへの甲の移転登記がされたが、ＡＢ間の約定により、駐

車場の賃借人らには賃貸人の交代は知らされず、従来通りＡが賃借人らから賃料を徴

収していた。

Ｘの名前を用いたＢからの500万円の借入れと甲の所有権移転について、ＡはＸに

黙って行っており、500万円はＡの経営する商店に関する債務の返済やＢとの遊興に

あてられ、Ｘの進学資金に使われることはなかった。Ｂは、Ａの経済状態が悪いこと、

Ｘが非行を繰り返し地域の不良少年たちのボスのような存在であったこと、及び、Ａ

の離婚以来ＡＸが口をきかないほど仲が悪いことを知っていたが、それ以上の事情を

ＡやＸから聞くことなく、Ａの説明のままに進学資金として貸与する旨を記載した契

約書に署名捺印をして500万円をＡに交付した。Ｂは、その後もＡとの遊興において、

自らは支払いをしたことがなかった（Ａのおごりになっていた）。

３ 1998年3月31日の第１回利息支払日に利息が支払われなかったので、Ｂは、翌日、

Ａに対して、期限の利益の喪失を通知し、同年4月15日に甲をＹに1000万円で売却し、

移転登記をした。Ｙは、駐車場をやめて建物を建てるために甲を購入したので、駐車

場を借りていた賃借人らを追い出して5月末には甲の全部の占有を取得し、同年末に

甲上に本件建物乙を建築し、以後事務所として使用している。

４ 2000年に成人となったＸは、2008年にＡから事情を打ち明けられたが、どう対応し

てよいかわからず、ＢやＹらに接触することもなく、問題を棚上げした。

５ 2017年5月、法科大学院生となっているＸは、Ｙに対して甲の返還を求めることを

考え始めた。

君はＸから相談を受けて一緒にこの事件を考えることになった。ＸはＹに対して、何を

根拠にどのような請求をすることができるか。これに対して、Ｙはどのような反論をする

だろうか。想定されるＹの反論をふまえて、Ｘの請求の当否を検討し、Ｘに助言してあげ

てください。


